






































































































































遠城寺式乳幼児分析的発達検査 (CA10: 2) 
-移動運動 0:11~1:0 
-手の運動 0:8~0:9 
・基本的習慣 o : 9~0 : 10
・対人関係 o : 6~0 : 7 
・発語 o : 4~0 : 5 



























































































































離れたところに立っている指導者 1 A児の前方3mぐらいのところに立つ。 同上。
に手を伸ばして援助を求める。 1後は、上記に閉じ。
ステァプ1 1 
指導者の差し出したフォークに手l フォークに食品を刺し、 A児の眼前に提示する。| フオークを提示したら
を伸ばして受け取る。 IA児が手を伸ばしたら、フオークを持たせる。 1必ず取る。 100%
ステップ2
皿に置かれたフォークに手を伸ば| まず指導者が食べ物を手で示してからフオークに| 向上。
lす。 1その食品を刺し、皿の上に置く。 A児が手を伸ばしB I -- I 
1 1たら、フォークを持たせる。
食|ステァプ3
警| 指導者の手、フォーク、食品のい I A児が自発的に指導者の手やフォーク、食品に触れ I 1回の食事で、合計
置|ずれかに触れて要求する。 1るのを待つ。いずれかに触れたら、指導者が食べ物を I1 5回以上。
1 手で示してから、フォークで刺す動きを介助する。
ステップ4







り、揺らしてもらう。 1たら揺れを止める。 1時間の指導で 15回程度行う。 Iのを連続2セッション。
clステァプ'2 1 
| 同じく、マット上に置かれたフー| 向上の状況でA児の前にフープを置き、 A児がそ| フープを置いてから平
土|プに手を触れ、揺らすよう要求する。|れに触れたら、一緒にフープを持って揺らす。 I均10秒以内に取るのを
ιL---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一|一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一|塑塑互支空三雪之T一一一一ポ IAテァプ3
子| 同じく、マットの上に置かれた| 向上の状況でA児の前にフープを置き、 A児が| フープを置いてから平
孟|フープをつかんで指導者に差し出|それを持ち上げたら、一緒にフープを持って揺ら|均 10秒以内に取り、指
な|し、揺らすよう要求する。 Iす。 I導者に差し出すのを連続






























~フォークに触れる 111111 指導者に触れる けお 食品に触れる
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